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被
用
者
年
金
の
一
元
化
法
に
つ
い
て

組
合
員
証
等
の
カ
ー
ド
化
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
！

平
成
24
年
度 

被
扶
養
者
の

資
格
調
査
を
終
了
し
ま
し
た

平
成
24
年
度 

労
働
安
全
担
当
者
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
！
／
他

小
児
救
急
電
話
相
談
に
つ
い
て

平
成
24
年
度 

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

（
50
歳
代
）を
開
催
し
ま
し
た
！

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
／
他

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
／
他

便
利
で
お
得
な
普
通
貸
付
・
物
資
供
給
事
業

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
／
他

住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の

「
年
末
残
高
等
証
明
書
」を
発
行
し
ま
す
／
他
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　本年４月13日に閣議決定され、同日、国会に提出されていた「被用者年金制度の一元化等を図る
ための厚生年金保険法等の一部を改正する法律」(被用者年金一元化法)が、８月10日に成立しました。     
　この法律は、本年２月17日に閣議決定された社会保障・税一体改革大綱にしたがい、共済年金制度
を厚生年金制度に合わせる方向を基本として負担や給付の仕組みの同一化を図る内容となっています。
　これにより、平成27年10月から共済年金が厚生年金に一元化され、公務員及び私学教職員も厚生
年金に加入することになります。
　法律の主要項目は次のとおりです。

「被用者年金一元化法」成立
公務員及び私学教職員も厚生年金に加入

❶厚生年金に公務員及び私学教職員も加入することとし、２階部分の年
金は厚生年金に統一する。

❷共済年金と厚生年金の制度的な差異については、基本的に厚生年金に
揃えて解消する。

❸共済年金の１・２階部分の保険料を引き上げ、厚生年金の保険料率
（18.3%）に統一する。

❹厚生年金事業の実施に当たっては、効率的な事務処理を行う観点から、
共済組合や私学事業団を活用する。また、制度全体の給付と負担の状
況を国の会計にとりまとめて計上する。

❺共済年金にある公的年金としての３階部分(職域部分)は廃止する。公
的年金としての３階部分(職域部分)廃止後の新たな年金については、別
に法律で定める。

❻追加費用削減のため、恩給期間に係る給付について本人負担の差に着
目して27%引き下げる。
　ただし、一定の配慮措置を講じる。

〈 施行日 〉 
❶～❺：平成27年10月
❻：公布から１年を超えない範囲内で政令で定める日

※上記の項目に加えて、保険料及び給付額の算定基礎が厚生年金と同じ標準報酬制度に移行されます。

被用者年金一元化法の主要項目



　

証
裏
面
に
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
方
法
・

機
会
の
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
臓
器
提
供

意
思
表
示
欄
を
設
け
ま
し
た
が
、
記
入
は

任
意
の
も
の
で
、
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
の
記
入

内
容
は
、
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
に

規
定
す
る
書
面
に
よ
る
意
思
表
示
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
臓
器
を
提

供
す
る
旨
の
意
思
表
示
は
15
歳
以
上
の
方

が
記
入
し
た
場
合
に
限
り
有
効
と
な
り
ま

す（
臓
器
を
提
供
し
な
い
旨
の
意
思
表
示
は

年
齢
に
関
わ
ら
ず
有
効
と
な
り
ま
す
。）。

　

な
お
、
臓
器
移
植
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
願
い
し
ま
す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
携
帯
か
ら
は
不
可
）

0
1
2
0
―
7
8
―
1
0
6
9

代
表
電
話

0
3
―
3
5
0
2
―
2
0
7
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jotnw

.or.jp

モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト

http://w
w
w
.jotnw

.or.jp/m

  

紛
失
等
に

  

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

カ
ー
ド
に
な
っ
た
こ
と
で
、
携
帯

が
容
易
に
な
る
こ
と
、
ま
た
家
族
が

別
々
の
医
療
機
関
へ
同
日
受
診
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
利
便
性
は
向

上
し
ま
す
が
、
一
方
で
、
紛
失
の
増

加
等
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
組
合
員
証

等
は
、
医
療
機
関
で
医
療
給
付
を
受

け
る
た
め
に
使
用
す
る
も
の
で
す
が
、

身
分
証
明
書
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る

場
合
も
あ
る
大
切
な
も
の
で
す
の
で
、

紛
失
等
に
十
分
ご
注
意
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

組
合
員
証
等
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
共
済
事
務
担
当
課（
係
）又

は
共
済
組
合
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

共
済
組
合
総
務
課

　

☎
0
8
9
‐
9
4
5
‐
6
3
1
5

　

7
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お

り
、
10
月
1
日
か
ら
紙
様
式
の
組
合
員
証

（
保
険
証
）を
個
人
単
位
の
カ
ー
ド
様
式
の

組
合
員
証
等
と
交
換
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
次
の
点
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

組
合
員
証
等（
カ
ー
ド
）の
取
扱
い
に
つ
い
て

 

◆
住
所
を
ご
記
入
く
だ
さ
い

　

こ
れ
ま
で
組
合
員
の
住
所
欄
は
、
共
済

組
合
が
印
字
し
て
組
合
員
証
を
交
付
し
て

い
ま
し
た
が
、
カ
ー
ド
化
後
は
、
組
合
員

証
等
が
交
付
さ
れ
た
方
に
住
所
を
ご
記
入

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
必

ず
ご
自
身
の
住
所
を
証
裏
面
の
住
所
欄
に

ボ
ー
ル
ペ
ン
等
で
記
入
し
て
か
ら
、
組
合

員
証
等
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
所
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
該
当

の
組
合
証
等
の
住
所
欄
の
旧
住
所
を
二
重

線
で
訂
正
し
、
同
欄
に
新
住
所
を
ご
記
入

く
だ
さ
い
。
組
合
員
本
人
の
住
所
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、
共
済
組
合
へ
の
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
（
組
合
員
証
の
添
付

は
不
要
）。

 

◆
有
効
期
限
の
表
示
が
な
く
な
り
ま
し
た

　

組
合
員
証
等
の
更
新
は
、
当
分
の
間
行

わ
な
い
こ
と
と
し
、
任
意
継
続
組
合
員
証

な
ど
一
部
有
効
期
限
の
設
定
が
必
要
な
組

合
員
証
等
を
除
き
、
有
効
期
限
の
表
示
が

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
被
扶
養
者
の
資
格
調
査
に
つ

き
ま
し
て
は
、
従
来
ど
お
り
毎
年
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

新(カード様式)

組合員証
組合員被扶養者証

船員組合員証

船員組合員被扶養者証

任意継続組合員証
任意継続組合員被扶養者証

高齢受給者証

旧(紙様式)

組合員証

船員組合員証

船員被扶養者証

任意継続組合員証

高齢受給者証

遠隔地被扶養者証

臓
器
提
供
の

意
思
表
示
が

で
き
ま
す
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調
査
の
結
果
、
何
か
月
も
遡
っ
て
扶
養

認
定
を
取
り
消
す
事
例
も
多
数
見
ら
れ
、

中
に
は
多
額
の
医
療
費
の
返
還
が
生
じ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
次
の
よ
う
な
事
例
に
該
当
し
た

場
合
な
ど
、
被
扶
養
者
の
要
件
を
満
た
さ

な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
取
消
手

続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

就
職
先
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
、

所
得
に
関
係
な
く
被
扶
養
者
の
資
格
を
失

い
ま
す
。
特
に
学
校
を
卒
業
し
就
職
さ
れ

た
子
の
取
消
手
続
漏
れ
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
手
続
は
速
や
か
に
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
所
得
と
は

　

扶
養
認
定
に
お
け
る
所
得
と
は
、

所
得
税
法
上
の
所
得
を
さ
す
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
年
度（
4

月
〜
翌
年
3
月
）や
暦
年（
1
月
〜
12

月
）と
い
っ
た
期
間
で
考
え
る
の
で

は
な
く
、
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
の
現
在
及
び
将
来
に
わ
た
っ
て
恒

常
的
に
取
得
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る

年
間
の
収
入
総
額
を
い
い
ま
す
。

7
月
に
実
施
し
ま
し
た
被
扶
養
者
の
資
格
調
査
は
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
終
了
し
ま
し
た
。

被
扶
養
者
が
就
職
し
た
場
合
は

認
定
取
消
の
手
続
を

所
得
が
認
定
基
準
額
で
あ
る
年

額
1
3
0
万
円（
障
害
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
、
も
し
く
は

60
歳
以
上
で
公
的
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
は
1
8
0
万
円
）

を
超
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

場
合
は
認
定
取
消
の
手
続
を

就　

職

所
得
の
増
加

給
与
所
得

　

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
給
与
所

得
が
あ
る
被
扶
養
者
に
つ
い
て
は
、
次
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
で
認
定
取
消
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
被
扶
養
者
の
収
入
状

況
を
常
に
確
認
し
、
認
定
基
準
額
を
超
え

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
速
や
か

に
取
消
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
所
得
が
認
定
基
準
額
以
下
の
場

合
で
あ
っ
て
も
、
雇
用
先
に
お
い
て
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
健
康
保
険
制
度
の
二
重
加
入
と
な

ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

例○
前
年
は
短
時
間
の
パ
ー
ト
勤
務
で
あ
っ

た
が
、
勤
務
形
態
の
変
更
に
よ
り
所
得

が
認
定
基
準
額
を
超
え
て
い
た
。

○
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
所
得
が
認
定
基
準

額
を
超
え
て
い
た
。

※
給
与
所
得
と
は
、
給
料
・
ボ
ー
ナ
ス
・

諸
手
当
等
の
、
各
種
社
会
保
険
料
等
控

除
前
の
総
収
入
額
を
い
い
ま
す
。

年　

金

　

受
給
年
金
額
の
増
加
に
よ
り
扶
養
認
定

を
取
り
消
す
場
合
の
取
消
日
は
、
年
金
の

裁
定
通
知
日
若
し
く
は
年
金
額
改
定
通
知

日
ま
で
遡
り
ま
す
。
認
定
基
準
額
を
超
え

る
ケ
ー
ス
と
し
て
次
の
よ
う
な
例
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
の
で
、
年
金
額
の
改
定
や
老
齢

基
礎
年
金
・
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
の
受

給
開
始
な
ど
、
被
扶
養
者
の
年
金
額
の
変

動
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

例○
65
歳
に
な
り
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
認
定
基
準

額
を
超
え
て
い
た
。

○
配
偶
者
が
亡
く
な
り
、
遺
族
年
金
を
受

給
し
て
い
た
。

補足

被
扶
養
者
の
認
定
取
消
手
続
は
お
早
め
に
！

平
成
24
年
度　

資
格
調
査
を
終
え
て
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扶
養
認
定
要
件
の
同
居
と
は「
生
計（
住

ま
い
、
食
費
、
家
計
等
）を
同
一
に
し
て
い

る
」場
合
を
い
い
ま
す
。
二
世
帯
住
宅
や
同

じ
敷
地
内
の
別
棟
で
生
活
を
し
、
生
計
が

分
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
別

居
と
み
な
し
ま
す
。

　

な
お
、
同
居
を
要
件
と
し
て
い
な
い
父

母
に
つ
い
て
も
、
別
居
に
伴
い
父
母
に
対

す
る
経
済
的
援
助
を
し
な
く
な
っ
た
場
合

や
、
経
済
的
援
助
は
し
て
い
る
が
そ
の
額

（
仕
送
り
額
）が
父
母
の
収
入
の
総
額（
仕
送

り
額
を
含
む
。）の
3
分
の
1
未
満
の
場
合

は
認
定
取
消
と
な
り
ま
す
。

組
合
員
と
の
同
居
を
要
件
と
す

る
被
扶
養
者（
義
父
母
、
兄
姉
な

ど
）が
組
合
員
と
別
居
し
た
場
合

は
認
定
取
消
の
手
続
を

別　

居

事
業
所
得

　

農
業
、
商
業
、
製
造
業
、
そ
の
他
の
事

業
か
ら
生
じ
る
収
入
や
土
地
、
家
屋
等
の

賃
貸
に
よ
る
収
入
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
収
入
額
か
ら
、
共
済
組
合
が
認
め
る
必

要
経
費
を
控
除
し
た
額
が
、
該
当
者
の
事

業
及
び
不
動
産
所
得
と
な
り
ま
す
。

　

所
得
税
法
上
は
必
要
経
費
と
し
て
認
め

ら
れ
る
経
費
で
あ
っ
て
も
、
被
扶
養
者
の
認

定
に
お
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
の
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
時
期

な
ど
は
特
に
注
意
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

認　

定　

日

　

認
定
要
件
を
備
え
た
日
が
認
定
日

と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
認
定
要
件
を
備
え
た
日

か
ら
30
日
を
過
ぎ
て
届
出
が
あ
っ
た

場
合
は
、
各
所
属
所
の
共
済
事
務
担

当
課（
係
）が
そ
の
届
出
を
受
け
付
け

た
日
が
認
定
日
と
な
り
ま
す
。
遡
っ

て
認
定
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
届
出
は
速
や
か
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。取　

消　

日

　

認
定
要
件
を
欠
い
た
日
が
取
消
日

と
な
り
ま
す
。
遡
っ
て
認
定
が
取
り

消
さ
れ
た
場
合
、
取
消
日
以
降
に
組

合
員
証
等
を
使
用
し
て
保
険
医
療
機

関
で
診
療
を
受
け
て
い
た
と
き
は
、

共
済
組
合
が
支
払
っ
た
医
療
費
を
全

額
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
被
扶
養
配
偶
者
の
方
に
つ

い
て
は
、「
国
民
年
金
第
3
号
被
保

険
者
」の
資
格
に
つ
い
て
も
遡
っ
て

取
消
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【必要経費として認められるもの】
売上原価（仕入れ等）・給料・賃金・修繕費・消耗品費・
地代家賃・その他特に組合が必要と認めた経費

【必要経費として認められないもの】
減価償却費・貸倒金・借入金利息・租税公課・損害保険料・
旅費・交通費・通信費・接待交際費・福利厚生費・広告宣
伝費・運搬費・その他

《
父
母
の
収
入
額
に
つ
い
て
》

　

父
母
の
扶
養
認
定
に
つ
い
て
は
、
夫
婦

相
互
扶
助
義
務
の
観
点
か
ら
、
双
方
の
収

入
を
合
算
し
て
判
断
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
例
え
ば
、
母
親
の
収
入
が

変
わ
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
父
親
の

収
入
が
増
加
し
、
双
方
の
収
入
を
合
算
し

た
と
き
、
そ
の
収
入
に
よ
り
父
母
が
社
会

通
念
上
、
生
活
維
持
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
場
合
は
、
収
入
額
が
増
加
し
た
父
親
だ

け
で
な
く
、
母
親
に
つ
い
て
も
認
定
取
消

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

被
扶
養
者
の
所
得
や
生
計
状
況

に
変
動
が
生
じ
た
場
合
等
で
、
認

定
の
可
否
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
所
属
所
の
共

済
事
務
担
当
課（
係
）ま
た
は
共
済

組
合
総
務
係（
T
E
L
0
8
9
‐

9
4
5
‐
6
3
1
5
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
認
定
要
件
は「
共
済
だ
よ
り
石
鎚

7
月
号
」（
Vol.
2
6
9
）13
頁
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。



◆お気軽に、ご利用ください!

年中無休・24時間受付、インターネット相談もできます。病気
の悩み、育児の不安、介護の知識、福祉情報など健康について、
保健師・看護師を中心に有資格かつ経験豊かな専門スタッフがご
相談をお受けします。

メンタルヘルスカウンセリング
面接相談・インターネット相談もできます。メンタルヘルスについ
てお悩みでしたら、ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください。
受付：月～金9：00～21：00 土10：00～18：00（日・祭・1月1日
～3日始休み）

えひめファミリー健康相談

愛媛県市町村職員
共済組合専用番号 0120-923269

（携帯電話・PHSからもOK、通話料・相談料無料）
http://www.j-health.jp/egao/ehime/entrance.php

　

愛
媛
県
の
小
児
救
急
電
話
相
談
を
利

用
で
き
る
時
間
帯
は
、
毎
日
19
時
か
ら
翌

朝
8
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
固
定
電

話
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話
の
方
は

#
8
0
0
0
、
そ
れ
以
外（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線

な
ど
）の
方
は
0
8
9
│

9
1
3
│

2
7
7
7

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

　

ご
利
用
に
あ
た
り
ま
し
て
次
の

こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

❶
電
話
に
よ
る
限
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
く

相
談
で
あ
り
、
直
接
、
子
ど
も
の
状
態

を
診
て
行
う
診
断
・
治
療
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
相
談
さ
れ
る
方
の

判
断
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

も
の
で
す
。

❷
医
療
機
関
を
紹
介
さ
れ
た
場
合
は
、
必

ず
電
話
を
か
け
て
か
ら
受
診
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

❸
話
し
中
の
場
合
は
、
し
ば
ら
く
時
間
を
お

い
て
、
改
め
て
か
け
直
し
て
く
だ
さ
い
。

❹
相
談
は
無
料
で
す
が
、
県
内
通
話
料
金

を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

小
児
救
急
電
話
相
談
に
係
る
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
保
健
福
祉
部
管
理
局
医
療
対
策
課

T
E
L
0
8
9
│

9
1
2
│

2
4
4
9

今
号
に
挟
ん
で
い
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

小
児
救
急
電
話
相
談
に
つ
い
て
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平
成
24
年
6
月
27
日
え
ひ
め
共
済
会
館

に
お
い
て
、
所
属
所
の
職
員
健
康
管
理
体

制
の
充
実
を
支
援
す
る
た
め
、
各
所
属
所

の
労
働
安
全
衛
生
業
務
担
当
者
等
を
対
象

に
健
康
管
理
等
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す

る
標
記
研
修
会
を
開
催
し
、
40
名
の
出
席

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
務
局
職
員
よ
り
短
期
給
付
の
現
況
及

び
保
健
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
引

き
続
き
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
ケ
ア
㈱

松
山
地
区
健
康
管
理
室
室
長
昇
淳
一
郎
氏

に「
人
的
資
本
投
資
と
し
て
の
健
康
管
理

〜
労
働
衛
生
管
理
活
動
を
人
的
資
本
投
資

の
観
点
で
捉
え
る
〜
」と
題
し
て
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

〔
講
演
要
旨
〕

○
企
業
に
お
け
る
人
的
資
本
に
つ
い
て

は
、
知
的
資
本
に
加
え
、
健
康
資
本
や
仕

事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
重

要
視
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
優

秀
な
人
材
が
揃
っ
て
い
て
も
、
従
業
員
が

身
体
的
・
精
神
的
に
不
健
康
な
状
態
で
は

十
分
な
能
力
を
発
揮
で
き
ず
、
業
務
効
率

や
仕
事
に
対
す
る
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
従
業
員
の
健
康
増

進
を
後
押
し
す
る
環
境
作
り
は
、
今
や
あ

ら
ゆ
る
企
業
で
共
通
す
る
経
営
課
題
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
国
は
、
企
業
に
よ
る
健
康
管
理

へ
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る「
健
康
会
計
」

を
平
成
20
年
に
提
唱
し
ま
し
た
。
こ
の
会

計
で
は
、
健
康
管
理
に
関
す
る
支
出
は
、

「
費
用
」で
は
な
く
将
来
の
病
気
を
抑
え
る

た
め
の「
投
資
」と
位
置
づ
け
ら
れ
、
各
企

業
の
健
康
資
本
へ
の
投
資
に
つ
い
て
、
そ

の「
費
用
」と「
効
果
」を
可
視
化
し
公
表
し

ま
す
。
ま
た
、
取
り
組
み
に
積
極
的
な
企

業
を
適
切
に
評
価
す
る
こ
と
が
、
企
業
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
、
取
り

組
み
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲パナソニックヘルスケア㈱
　松山地区健康管理室
　室長  昇　淳一郎 氏

労
働
安
全
衛
生
業
務

担
当
者
研
修
会
開
催

平
成
24
年
度



　

7
月
25
・
26
・
27
日
に
、
え
ひ
め
共
済
会
館
に

お
い
て
50
歳
以
上
の
組
合
員
を
対
象
と
し
た
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
3
日
間

で
あ
わ
せ
て
2
0
7
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
充
実
し
た

生
活
を
送
る
た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン（
人
生
設
計
）

の
作
成
方
法
や
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る「
生
き

が
い
」、「
健
康
づ
く
り
」、「
家
庭
経
済
設
計
」に

つ
い
て
の
講
演
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日　    程　    表

時    間 内　　　容

10:30～10:35 開会あいさつ

10:35～10:40 オリエンテーション

10:40～10:50〔DVD上映〕

10:50～12:00 ｢ライフプランとは・あなたのライフプラン｣
一般財団法人地域社会ライフプラン協会
業務部長 多田　正巳 氏13:00～13:50

14:00～15:00
｢人生９０年時代の経済設計｣
野村證券（株）  
須長　忠男 氏

15:10～15:40 ｢退職後の共済制度について｣

15:40～16:00 互助会事業について

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
回
避
に
！
無
料
の
特
定
健
康

診
査
・
特
定
保
健
指
導
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

　
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」・「
特
定
保

健
指
導
利
用
券
」を
お
持
ち
の
方
は
、
有

効
期
限（
券
に
記
載
）が
あ
り
ま
す
の
で
、

期
限
内
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査（
以
下「
特
定
健
診
」）

●
組
合
員
…
職
場
の
定
期
健
康
診
査
又

は
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
を
も
っ
て
、
特

定
健
診
を
受
診
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

●
被
扶
養
者
…
対
象
と
な
る
方
に
は
、

6
月
初
旬
に「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」

（
以
下「
受
診
券
」）を
所
属
所
経
由
で
配

付
し
ま
し
た
。

　

送
付
時
の
文
書
を
ご
確
認
の
上
、
受

診
券
と
組
合
員
証
を
必
ず
お
持
ち
に
な

り
、
契
約
実
施
機
関
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
受
診
券
を
使
用
し
な
く
て
も
、

パ
ー
ト
先
の
定
期
健
康
診
断
等
に
お
い

て
特
定
健
診
と
の
検
査
項
目
と
同
等
の

健
診
を
受
け
ら
れ
た
場
合
は
、
健
診
結

果
を
共
済
組
合
に
ご
提
出
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
特
定
健
診
を
受
診
し
た
も
の

と
し
て
取
り
扱
い
、
国
へ
報
告
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
共
済
組
合
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
人
間
ド
ッ
ク
利
用

者
は
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
を
も
っ
て
、

特
定
健
診
を
受
診
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

特
定
保
健
指
導

　

特
定
健
診
等
の
結
果
デ
ー
タ
に
よ
り

「
積
極
的
支
援
」、「
動
機
付
け
支
援
」が

必
要
と
判
定
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
面

接
・
通
信
に
よ
り
生
活
習
慣
改
善
の
た

め
の
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

●
動
機
付
け
支
援
が
必
要
と
判
定
さ
れ

た
組
合
員
…
共
済
組
合
の
保
健
師
等
が

所
属
所
等
に
お
伺
い
し
、
保
健
指
導
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
案
内
の
あ
っ
た
方

は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
そ
の
他
の
保
健
指
導
が
必
要
と
判
定

さ
れ
た
組
合
員
及
び
被
扶
養
者
…
特
定

保
健
指
導
利
用
券
」を
配
付
し
ま
す
の

で
、
契
約
実
施
機
関
で
特
定
保
健
指
導

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
等
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

共
済
組
合
保
健
課
厚
生
係

（
0
8
9
‐
9
4
5
‐
6
3
1
8
）

講　 　師

業務部長
多 田　正 巳 氏

次長兼
証券学習開発課長
須 長　忠 男  氏

（一財）地域社会
ライフプラン協会

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催

（
50
歳
代
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
）

野村證券㈱投資情報部
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●
●
●
●
参
加
者
の
声
●
●
●
●

○
漠
然
と
し
た
定
年
後
の
生
活
が
少
し
具
体
化

さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
自
身
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
あ
ら
た
め
て
考

え
る
機
会
に
な
り
、
よ
か
っ
た
。

○
退
職
後
の
生
活
設
計
を
漠
然
と
し
か
と
ら

え
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
お
話
を
聞
い

て
い
て
、
そ
れ
で
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
、

痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

○
退
職
直
前
で
な
く
、
定
年
の
5
年
く
ら
い

前
に
参
加
し
た
ら
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

少
し
希
望
が
持
て
ま
し
た
。



【このページについての問合わせ先】　保健課医療係　☎089（945）6313

　

医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
る
薬
に
は
、
新
薬（
先

発
医
薬
品
）と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬

品
）が
あ
り
ま
す
。新
薬
に
つ
い
て
は
、一
定
期
間
、

独
占
的
に
製
造
・
販
売
が
で
き
る
よ
う
特
許
に
よ

り
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
許
期
間
が
切
れ
た

後
、
新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
、
効
用
で
作
ら
れ
る

医
薬
品
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
の
約
2
〜
7

割
程
度
の
価
格
で
発
売
さ
れ
ま
す
の
で
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
選
択
す
れ
ば
薬
代
が
節
約
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
共
済
組
合
が
支
払
う
薬
剤
に
係

る
医
療
費
も
抑
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
掛
金
・
負
担

金
の
抑
制
に
も
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
有
効
成
分
以
外
の
添
加
剤
が
異
な
る

場
合
が
あ
り
、
ま
た
、
症
状
や
病
状
な
ど
に
よ
り
新

薬
が
適
切
だ
と
医
師
が
判
断
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
し
な
が
ら
、
上
手

に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
組
合
で
は
今
年
度
か
ら
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
り
自
己
負
担

に
一
定
額
以
上
の
軽
減
が
見
込
ま
れ
る
方
な
ど
を

対
象
に
、自
己
負
担
軽
減
額
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

当
該
通
知
書
が
届
い
た
方
は
、
内
容
を
ご
確
認

の
う
え
、
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
い
た
だ
き
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
替
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

直
接
支
払
制
度
を
利
用
し
た
方
で
、
出
産
に
要
し
た

費
用
が
42
万
円
未
満
の
場
合
、
共
済
組
合
に
請
求
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
出
産
費
と
の
差
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
医
療
機
関
等
が
発
行
す
る
出
産
費
用
の
領
収
・
明

細
書
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
42
万
円
を
下
回
る
場
合
は
、

必
ず
請
求
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
直
接
支
払
制
度
を
利
用
し
な
か
っ
た
方
は
、

金
額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
請
求
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
産
費
等
直
接
支
払
制
度

を
ご
利
用
の
皆
様
へ

　

皆
様
が
病
気
や
ケ
ガ
の
治
療
の
た
め
病
院
で
組
合
員
証

を
提
示
し
て
診
療
を
受
け
た
場
合
、
皆
様
が
窓
口
で
一
部

負
担
金
を
支
払
い
、
残
り
を
共
済
組
合
が
支
払
っ
て
い
ま

す
。

　

共
済
組
合
か
ら
病
院
に
支
払
わ
れ
る
医
療
費
は
、
皆
様

の
掛
金
と
地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

貴
重
な
掛
金
・
負
担
金
で
す
の
で
、
皆
様
に
医
療
費
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
短
期
給
付
財
政
の
安

定
化
を
図
る
た
め
、
短
期
給
付
財
政
安
定
化
計
画
の
一
環

と
し
て
、
1
月
か
ら
6
月
ま
で
の
診
療
に
係
る「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」を
今
年
度
も
12
月
ま
で
に
所
属
所
を
経
由

し
て
配
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

届
き
ま
し
た
ら
、
記
載
内
容
を
確
認
し
て
、
心
当
た
り

の
な
い
診
療
が
記
載
さ
れ
て
い
る
な
ど
疑
問
な
点
が
あ
れ

ば
、
共
済
組
合（
保
健
課
医
療
係
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ジェネリック医薬品をご活用ください

今号に挟んでいるリーフレッ
トにジェネリック医薬品希望
カードが付いていますので、
ご活用ください。

「医療費のお知らせ」
は受診されている方
に配付しています。

出産出産
直接支払制度を
利用しましたか。

出産に要した費用は、
42 万円以上でしたか。

※産科医療補償制度対象分晩でない場合、42万円は39万円となります。

出産費等の請求は
必要ありません。

は　い

は　い

いいえ

いいえ

出産費等をご請求
ください。

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

  

を
配
付
し
ま
す
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感
染
力
が
非
常
に
高
く
、
突
然
の
発
熱
や
全
身
の
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
が
激
し
く
、
特
に
高
齢
者
や
乳
幼
児
は
重
症
化
し
や
す
い

た
め
、
普
通
の
風
邪
と
は
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
病
気
で
す
。
予
防
接
種
を
受
け
る
な
ど
、
し
っ
か
り
と
し
た
予
防
対
策
を
し
、
万
一
か
か
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
は
速
や
か
に
医
療
機
関
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

覚
え
て
お
き
た
い
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
と
治
療
法
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

インフルエンザとは？
　インフルエンザとは、インフルエンザウイルスによる急性感染症の一種です。

　原因となるウイルスの種類が異なり、通常の風邪は喉や鼻に症状が現れるのに対し、イン

フルエンザは急に38～40度の高熱が出るのが特徴です。倦怠感、筋肉痛、関節痛などの全

身症状も強く、５日間ほど続きます。

　また、高齢者や基礎疾患のある人は、肺炎などの合併症があらわれる可能性が高いと考

えられています。

□ワクチンを接種する。

□外出後の手洗い、うがい。

□空気が乾燥すると喉の粘膜の防御機能が低下するので、特に乾燥し

やすい室内では加湿器などを使って、適切な湿度（50～60%）を保つ。

□体の抵抗力を高めるために、バランスのとれた栄養摂取。

□人混みや繁華街への外出を控える。やむを得ず人混みに入る場合は

不織布製マスクを着用する。

予防のポイント

●早めに医療機関に受診する。

●安静にして、睡眠を十分にとる。

●水分を十分にとる。

●咳、くしゃみなどの症状がある時は、感染を防ぐために不織布製マスクを着用する。

●発症してから３～７日間はウイルスを排出すると言われているので、ウイルスを排出

している間は外出を控える。

●小児、未成年者では、急に走り出したり、徘徊するなどの異常行動を起こす恐れがあ

るので、自宅において療養を行う場合は、最低２日間は一人にならないように配慮する。

★インフルエンザワクチンの効果
　発症を抑える効果については一定程度、認められており、接種すれば絶対にかからない、

というものではありませんが、たとえかかっても病気が重くなることを防いでくれます。

★インフルエンザワクチンの効果の持続期間
　接種した（小児の場合は２回接種した）２週間後から５ヶ月程度と考えられています。

★予防接種はいつ頃受けるのがよいか
　インフルエンザは例年12月～3月頃に流行するので、毎年12月中旬ごろまでに接種するの

　が望ましいと考えられます。

インフルエンザにかかったら

　

組
合
員
及
び
被
扶
養
者
の
方
が
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
た

と
き
は
、
補
助
金（
1
事
業
年
度
1
人

1
回
1
0
0
0
円
）が
請
求
で
き
ま
す

（
公
費
の
適
用
が
あ
る
方
を
除
く
。）。

○
請
求
方
法
…
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
補
助
金
請
求
書
」に
領
収
書

（
予
防
接
種
名
・
被
接
種
者
名
・
接
種

日
・
金
額
・
発
行
者
名
が
明
記
さ
れ

た
も
の
）を
添
付
し
て
、
所
属
所
の
共

済
事
務
担
当
課（
係
）を
経
由
し
て
共

済
組
合
へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

ご
請
求
に
当
た
っ
て
は
、
年
度
内

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

受
け
る
組
合
員
及
び
被
扶
養
者
分
を
、

で
き
る
限
り
一
枚
の
請
求
書
に
ま
と

め
て
お
早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
補
助
の
ご
案
内
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　共済組合の普通貸付（貸付事業）、物資供給事業は、低利で貸付けを受けることができ、給与天引きによ
り返済していただく制度です。一部・全部繰上償還（手数料不要）も可能で、物資供給事業では償還期間を
柔軟に設定することができますので、利息の節約にもなります。また、２つの制度を組み合わせて利用す
ることもできます。是非ご検討ください。

普通貸付 物資供給事業

詳細等は共済組合ホームページにも掲載しています。お申込みは、所属所の共済事務担当課（係）へ

ーローンで自動車・バイク・電気製品等のご購入をお考えの方にー

便利でお得な普通貸付・物資供給事業をご利用ください

貸付金額 通常償還の場合 賞与併用償還の場合

200万円 19,055円×120回
通 常 月：15,465円
賞 与 月：61,860円
償還回数：96回

150万円 15,674円×108回
通 常 月：13,083円
賞 与 月：52,332円
償還回数：84回

100万円 12,295円× 90回
通 常 月：10,042円
賞 与 月：40,168円
償還回数：72回

 50万円  8,922円× 60回

利率（変動利率・１０月１日現在）
年利２.７２%（債権保全に係る負担金を含む。）

貸付限度額
給料月額×６月（上限２００万円）

償還回数（元利均等償還）
貸付額により固定（最長１２０回）
１００万円以上のとき賞与併用償還選択可

その他
貸付金は組合員に送金します。

利率（変動利率・１０月１日現在）
年利２.９０%

利用（立替払）限度額
２００万円

償還回数（元利均等償還）
毎月償還分は最長６０回まで、賞与償還分は利用額
の半分以内の金額を毎月償還分の返済期間内で、任
意の回数を設定できます。

その他
契約業者（指定店）で利用できます。代金は共済組合
が指定店に直接支払います。

償還例

利用金額 毎月償還分 賞与償還分（6・12月）

毎月払200万円 35,848円×60回 ̶

毎月払100万円
賞与払100万円

17,924円×60回
10月決定の場合
107,116円×10回

毎月払100万円 17,924円×60回 ̶

毎月払50万円
賞与払50万円

8,962円×60回
10月決定の場合
53,558円×10回

開催日 開催地 選挙区 議 員 開催場所 参加人数

7月 9日(月) 今治市

第1区
志賀　仁士
武田誠一郎

今治市市民会館
2階「大会議室」

26名

7月10日(火) 西条市
西条市役所
5階「大会議室」

31名

8月22日(水) 内子町

第2区
池田　正司
村上　一郎
上石　富一

内子町町民会館
2階「研修視聴覚室」

13名

8月23日(木) 伊予市
伊予市市民会館
4階「第6会議室」

24名

9月 4日(火) 西予市

第3区
三好　　要
清家　新生

西予市役所
5階「大会議室」

20名

9月 7日(金) 伊方町
伊方町役場
3階「会議室」

30名

平
成
24
年
度

共
済
事
業
に
関
す
る
懇
談
会
全
日
程
終
了

　

本
紙
7
月
号
で
開
催
日
程
等
を
お
知
ら
せ
し

て
お
り
ま
し
た
平
成
24
年
度
の「
共
済
事
業
に

関
す
る
懇
談
会
」は
、
先
月
全
日
程
を
終
了
し
、

総
数
1
4
4
名
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
開
催
地
で
お
伺
い
し
ま

し
た
ご
意
見
・
ご
要
望
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

共
済
制
度
の
各
事
業
運
営
の
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
懇
談
会
で
の
ご
意
見
・
ご
要
望
等
に

係
る
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
25
年
1
月

号
及
び
本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。
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　住宅貸付・災害貸付・在宅介護対応住宅貸付（以下「住宅貸付等」という。）を利用して、マイホームを購入、新築、増改築
等されたときには、一定の要件に該当すれば、税法上の住宅借入金等特別控除を受けることができます。共済組合では、該当
の住宅貸付等に係る「年末残高等証明書」（平成 24 年12月31日現在）を次のとおり発行する予定です。
　なお、住宅借入金等特別控除の詳細につきましては、最寄りの税務署へお問い合わせください。

住宅取得資金に係る借入金の
『年末残高等証明書』を発行します

だんしん（団体信用生命保険）

保険金の請求・届出について
だんしん
　「だんしん」は、借受人が、貸付金の償還期間中に死亡又は高度障害になったときに、保険金により債務を相殺する保
険制度です。加入している組合員が万一死亡又は高度障害になった場合は、共済事務担当課（係）又は共済組合（経理
課貯金貸付係）に届出してください。死亡の場合は、資格喪失届が提出されますので、共済組合で把握できますが、高
度障害については共済組合での確認が困難です。該当することとなったときは、必ず届出・請求を行ってください。

債務返済支援保険
　「債務返済支援保険」は、借受人が貸付金の償還期間中に、病気、傷害又は所定の精神障害により就業不能となったと
きに、最長 3年間、毎月の返済金額を加入者の方にお支払いするものです。該当することとなったときは、共済事務担
当課（係）又は共済組合（経理課貯金貸付係）に届出（事故報告）を行ってください。

□■共済貯金事業について■□
　共済貯金の貯金利率は年利1.0%（税引後0.8%）、市中銀行の定期預金より高利回りのだんぜん有
利な普通貯金です。
　また、お預かりした資金は、国債・地方債等の債券を中心とした効率的で安全性の高い金融商品で
運用（株式は保有していません）し、なお不測の事態に備え欠損金補てん積立金及び積立金を積み立
てており、平成23年度末の積立額は38億円を超えています。
　今後とも、給与からの積み立て・ボーナスの預け入れ先などにご利用ください。

□■共済貯金現在残高通知書をお送りします■□
　共済貯金現在残高通知書（平成 24 年 9 月 30 日現在）を、10 月下旬に所属所を経由してご加入の皆
様にお送りします。お手元に届きましたら、内容をご確認いただき、大切に保管してください。
　なお、今回は平成 24 年 4 月 1 日から 9月 30 日までの期間に係る利息計算を行い、利息から源泉分
離課税分 20%（国税 15%、地方税 5%）を控除して元金に加算しています。
　また、併せて「地方公務員ダイアリー 2013」をお送りしますのでご活用ください。

◆ 年末残高等証明書を発行する貸付

　平成 11 年 1 月から平成 24 年 12 月までに住宅貸付等を
借り受け、貸付からの借入金の償還期間が 10 年以上ある
貸付について、次のとおり年末残高等証明書（以下「証明書」
という。）を発行します。
①平成 11 年 1 月から平成 23 年 12 月までに住宅貸付等を
借り受け、入居した者（年末調整用）

　…平成 24 年 11 月上旬に所属所経由で送付予定
②平成 24 年 1 月から平成 24 年 12 月までに住宅貸付等を
借り受け、入居した者（確定申告用）

　…平成 25 年 1 月下旬に所属所経由で送付予定

◆ 交付の申請手続など

　交付の申請手続は不要です。しかし、左
記の証明書送付後に工事完了報告がなされ
た場合で控除の対象となる方は、交付申請
書の提出が必要です。
　また、一部繰上償還を行ったことから償
還期間が 10 年未満となった場合や住宅貸
付等の完了報告が済んでいない貸付につい
ては、証明書は発行されません。

～共済貯金をご利用いただきありがとうございます～

上半期（9月末）決算により
利息が元金に組み入れられました

【このページについての問合わせ先】　経理課貯金貸付係　☎089（945）6316
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ご予約・お問い合わせは ...................................

えひめ共済会館
TEL 089-945-6311
FAX 089-945-6322
〒790-0003 松山市三番町5丁目13-1
http://www.ehime-kyosai.jp/kaikan/

宿泊予約状況（9月26日現在）

10
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 11
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ▲ ▲

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
● ▲ ▲ ● ● ● ▲ ● ● ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● 余裕あり　▲ あと僅か　× 満 室

─組合の現況─
（平成２4年8月末現在）

◎所属所数 ..................................................................43
◎組合員数 .............................................15,005人
　　　　男 .................................................9,773人
　　　　女 .................................................5,232人
◎平均給料月額（短期） ..........318,182円
◎被扶養者数 .......................................17,971人
　（含任継 ...............................................内 243人）
◎任意継続組合員 ......................................340人
◎年金受給者数 ..................................16,549人

◎発行所／愛媛県市町村職員共済組合　松山市三番町5丁目13-1
◎編集発行人／山内 定樹　URL http://www.ehime-kyosai.jp/　 環境にやさしい大豆油インキを

使用しています。

ご予約はお電話にて
好評承り中♪♪

平成25年3月31日まで
どこに宿泊されても 1県目  お一人様 1泊2食付 7,500円(税込)
2県目  10％off 3県目  50％off 4県目  無料
巡れば巡るほどお得になる
詳しくはホームページをご覧ください。

「四国旅劇場」
「四国4県共済会館・宿泊施設合同キャンペーン」「四国4県共済会館・宿泊施設合同キャンペーン」

表
紙
に
よ
せ
て

中
山
栗（
伊
予
市
）

　

愛
媛
県
は
、
栗
の
生
産
量
日
本
第

3
位
で
、
そ
の
中
で
も
伊
予
市
の
中

山
地
区
は
、
栽
培
の
基
礎
と
な
る
肥

沃
な
土
壌
に
恵
ま
れ
、
地
質
的
に
も

気
候
的
に
も
栗
栽
培
に
適
し
て
い
ま

す
。

　

中
山
栗
は
大
粒
で
、
甘
み
が
強
い

の
が
特
徴
で
す
。
な
か
で
も
、「
特
選

ぐ
り
」
は
、
厳
し
い
条
件
を
ク
リ
ア

し
た
栗
の
み
が
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
9
月
に

は
、
な
か
や
ま

栗
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
、
多
く

の
観
光
客
で
賑

わ
い
ま
す
。

★期★間★　平成24年11月30日まで

※朝食はバイキング形式となります。

冷菜 瀬戸内海鮮マリネ 秋の味覚野菜添え
造り 季節魚の三種盛り
吸物 土瓶蒸し
煮物 南京万十
洋皿 つぼグラタン
 1人コンロ(鉄板)
 地鶏味噌ネーズ焼き 温野菜とともに
御飯 じゃこ飯
果物 愛媛みかんのババロア
 シャーベット ブルーベリーソース

7,100円1泊2食付
お一人様 ： 

愛媛県産の食材にこだわった夕食を是非ご堪能ください。

お品書き

秋四季の伊予路プラン四季の伊予路プラン
(税込)

ご予約承り中




